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在日ラオス人女性の母国における産後の

伝統的プラクティスに対する認識と実践
共著 あり

日本健康学会誌；85

（4）；P.129-140

齋藤恵子、萱場一則、鈴木幸子、

延原弘章、 金野倫子、 浅川泰宏
2019.7

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

子宮頸がん検診受診率向上を目指

した看護職対象のスメアテイカー

養成プログラムの開発

研究分担者 2017.4～2021.3

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省・日本学術振興会科学研究費

補助金（基盤研究C）

分娩介助実習において学生が指導

者への報告を習熟するプロセス
研究代表者 2019.4～2022.3

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

仕事と不妊治療の両立における女性看護

師のセルフケア
共同

第60回日本母性衛生学会学

術集会、浦安市
〇小野仁美、鈴木幸子、兼宗美幸 2019.9

Increasing screening uptake: Training

Japanese nurses to perform cervical

screening

共同

EUROGIN (EUropean

Research Organisation on

Genital Infection and

Neoplasia) 2019，Monaco

〇Rika Kudo,  Sharon Hanley, Akiko

Enatsu, Tomoko Saotome,  Sachiko

Suzuki
2019.12

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

ラオスにおける産後の伝統的プラクティ

スの日本の産科医療施設での実践可能性

埼玉県の産科医療施設看護管理者の認識

共著 あり
日本保健福祉学会誌；25

（2）；P.3-17

齋藤恵子、 鈴木幸子、 延原弘章、

金野倫子、 萱場一則
2019.8

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

助産師基礎教育テキスト2020年版　第2巻

ウィメンズヘルスケア　第2章　生涯にお

ける女性のケア　2.思春期女性のケア

共著 あり
日本看護協会出版会；

P.338、担当部分P.50-61
吉沢豊予子編著、鈴木幸子他13名 2020.2

新訂第5版マタニティアセスメントガイド 共著 あり
真興交易（株）医書出版

部；P.356

吉沢豊予子、鈴木幸子編著、中村

康香、山本英子、工藤里香
2019.10

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 1981年東京都立築地産院助産師、2000年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科助教授、2005年同教授

所属学会（役職）
一般社団法人日本母性看護学会（理事長）、公益社団法人日本母性衛生学会（理事）、一般社団法人日本思春期学会

（理事）、一般社団法人日本看護学教育学会（評議員）、公益社団法人日本看護科学学会（代議員）

１．研究業績

（１）著作

研究分野 母性看護学・助産学

学位 博士（看護学）

学歴 1998年千葉大学大学院看護学研究科博士後期課程修了

氏名 鈴木　幸子 部署 保健医療福祉学部看護学科 職名 学科長・教授



1

2

3

4

5

6

7

1

2

1

2

1

2

3

1

2

3

1

2

学部：母性看護学Ⅰ 〇 6
母性看護学の役割と対象理解について。リプロダクティブヘルス/ライ

ツの視点から解説した。WEBによる小テスト自己学習を課した。

学部：看護学入門 〇 8
編入3年次生に対して、本看護学科の学びの特徴の解説および、スタ

ディスキルの獲得を目的としてグループ活動を支援した。

学部：リプロダクティブヘルスと

看護
4 ジェンダーと健康。リプロヘルスのテーマディスカッションの支援。

学部：助産業務管理 〇 4
助産師の業務に関わる法的責任と医療安全について、学生が知識を確認

できるようグループ発表を取り入れた。

博士前期：看護理論 1
へルスプロモーションの理論を看護現場を想起させながらディスカッ

ションした。

学部：ヒューマンケア論

母性看護学概論（千葉大学看護学部） 2019.10 セクシュアリティと看護

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

助産概論（千葉大学看護学部） 2019.7 思春期の健康問題と看護

博士論文 2019.4～2020.3 主指導（指導教員） 1名 副指導（指導補助教員） 1名

修士論文 2019.4～2020.3 主指導（指導教員） 名 副指導（指導補助教員） 1名

卒業論文 2019.4～2020.3 主指導 3名 副指導 名

学部：IPW実習 2019.9～2019.10 新規施設での連絡調整。施設指導者と目的を共有しながら進めた。

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

学部：助産学実習Ⅰ 〇 2019.5～2019.6 地域における女性と母子の健康問題と支援

学部：助産学実習Ⅱ 2019.8～2019.10 実習施設との意見交換会により課題を共有している。

学部：母性看護学実習 2019.5～2019.6 性と生殖の健康に関する支援の見学実習のカンファレンス

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

学部：分娩期のケア 12 出産場面の模擬産婦によるシミュレーション演習と分娩介助実技評価

学部：総合実習 〇 2019.7 科目の運営。助産所実習の連絡調整。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

2
生をみつめる－女性の産まない権利について、女性の健康と権利を中心

に解説した。

学部：周産期のケア

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

学部：母性看護学Ⅱ 1
性の健康支援に関わる看護活動について、保健行動理論を用いて解説し

た。

1 助産の変遷と現在の助産師業務について、わが国の特徴を解説した。
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一般社団法人日本母性看護学会 理事長 2019.6～2021.6

一般社団法人日本思春期学会 理事 2018.8～2020.8

一般社団法人日本看護学教育学会 評議員 2016.2～2020.6

公益社団法人ガールスカウト日本連盟 評議員 2018.4～2020.3

公益社団法人日本看護科学学会 和文誌専任査読委員 2019.10～2021.9

公益社団法人日本看護協会　日本看護学会 論文選考委員 2019.10～2020.4

埼玉県立大学短期大学部助産学専攻科同

窓会講演

埼玉県立大学短

期大学部助産学

専攻科同窓会

卒業生の研究の変遷（専攻科から大学院まで） 2019.6

2020.2へルスプロモーションの理論。人工妊娠中絶のケア埼玉県看護協会ウィメンズヘルスケア研修

第3回　彩の国女性研究者ネットワークシ

ンポジウム

埼玉大学男女共

同参画室
女性研究者・技術者の管理職への道 2019.11

該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

全学的委員会及びセンター業務等 看護学科長 2019.4～2021.3

全学的委員会及びセンター業務等 教育研究審議会委員 2019.4～2021.3

全学的委員会及びセンター業務等 大学運営会議委員 2019.4～2021.3

全学的委員会及びセンター業務等 人事委員会委員

８．特記事項

2019年度道学教師理事長賞 埼玉県立大学 2020.3

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

2019.4～2021.3

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

埼玉県助産師出向支援導入事業協議会 委員 2017.4～現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

一般社団法人日本母性看護学会 専任査読委員 2019.4～2021.3

埼玉県男女共同参画推進センター利用者懇談会 会長 2017.4～現在

彩の国思春期研究会東部支部 会長 2017.4～現在

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

ウィメンズヘルスケア研修 栃木県助産師会 避妊とその支援。安全な人工妊娠中絶とその支援 2020.1

高校出張講座（看護学入門）
埼玉県立与野高

等学校
看護とは何か 2019.7

高校出張講座（性教育講演会）
埼玉県立秩父農

工科学高等学校
思春期の性の健康 2019.12

高校出張講座（性教育講演会）

埼玉県立特別支

援学校坂戸ろう

学園

避妊と性感染症予防 2019.2

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月


